
人・農地プラン 

 

市町村名 対象地区名 作成年月日 直近の更新年月日 

三朝町 森集落 令和５年３月２５日 ― 

 

１．対象地区の現状 

①地区内の耕地面積 11.42ha 

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 11.42ha 

③地区内における 75歳以上の農業者の耕作面積の合計 1.57ha 

 ⅰ うち、後継者未定の農業者の耕作面積の合計 0ha 

 ⅱ うち、後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 ha 

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積 ha 

 

２．対象地区の課題 

   

 

 

 

 

 

 

３．対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針 

 

 

 

 

 

４．３の方針を実現するために必要な取り組みや、地区内農業を守るための取り組み 

  

 

 

 

 

 

５．中心経営体 

属性 農業者 
現状 今後の農地の引受の意向 

経営作目 経営面積 経営作目 経営面積 営農地 

認 A 水稲 282ａ    

集 B 飼料作物 400ａ    

       

 

・農家の高齢化に伴い担い手が不足している。 

・農業収入だけでは生計が成り立たない。 

・農機具を新しく買い替える費用が負担となっている。 

・鳥獣被害が多い。最近イノシシがほ場の畔を崩して困っている。 

・第三セクターや集落営農組織などの中心経営体へ集約化していく。 

・第三セクターの人材不足を解消する。 

・集落営農組織など中心経営体の担い手不足を解消する。 

・イノシシ等の鳥獣対策には中山間直払や多面的機能支払を活用する。 


